景観形成基準に対する措置状況説明書

	対象
	景観形成基準
	該当
	措置状況

	建築物に対する基準
	形態、色彩、その他の意匠
	壁面の位置の連続性や適切な隣棟間隔を確保することなどにより、周辺の街並み景観に配慮する。
	有

□

無

□
	

	
	
	色彩基準に従うとともに、周辺の街並み景観との調和を図る。
	有

□

無

□
	

	
	
	収納庫、建築物に付属する工作物、設備機器等については、建築物と一体的に計画するなど、周囲からの見え方に配慮する。
	有

□

無

□
	

	
	
	大規模指定建築物及び特定大規模指定建築物は、壁面の分節化などにより周辺の街並み景観と調和を図る。
	有

□

無

□
	

	
	
	角地の建築物は、周囲からの見え方に配慮した意匠(屋根の形状、角部の処理、外壁の素材等)とする。
	有

□

無

□
	

	
	建築物の周囲　　の空地・外構
	周辺の地形やみどりを意識した外構計画とすることなどにより、周辺の街並み景観との調和を図る。
	有

□

無

□
	

	
	
	外構については、敷地内だけでなく、隣接する道路や周辺の街並みとの調和を図った色調や素材とする。
	有

□

無

□
	

	
	
	みどりの条例の基準に基づき緑化するとともに、緑の質の向上を図る。
	有

□

無

□
	

	
	
	特定大規模指定建築物は、道路などの公共空間と連続したオープンスペースの確保など、公共空間との関係に配慮した配置とする。
	有

□

無

□
	

	
	
	角地などでは、植栽を配すなど公共空間（道路等）からの見え方に配慮した外構計画とする。
	有

□

無

□
	

	工作物に対する基準
	形態、色彩、その他の意匠
	公共空間(道路等)からの見え方や周辺の街並み景観に配慮した色調や素材とする。
	有

□

無

□
	

	
	
	色彩基準に従うとともに、周辺の街並み景観との調和を図る。
	有

□

無

□
	

	
	
	敷地内に機械式駐車場を設置する場合は、周囲に植栽を配するなど、公共空間(道路等)からの見え方に配慮する。
	有

□

無

□
	

	開発行為に対する基準
	造成等
	斜面地の造成における長大な擁壁や法面では、壁面緑化などを行うことにより、周辺の街並み景観との調和を図る。
	有

□

無

□
	

	記入例
	
	

	建築物に対する基準
	形態、色彩、その他の意匠
	壁面の位置の連続性や適切な隣棟間隔を確保するなどにより、周辺の街並み景観に配慮する。

	有

□

無

□
	· 近隣の建築物の道路に面する壁面の位置等を調査し、おおむね揃えると共に、隣地境界線から２ｍの空地を設けることで、周辺の街並み景観と調和を図った。

(別紙　周辺街並み調査表参照)


○住工混在地











